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/O!I聞東四国国体リ川ル大会開催� 

•9月12. 13日の� 2日

間、生比奈小学校体育

館において、平成� 4年

度全日本社会人ライフ

ル射撃� (ビームライフ

ル・ビームピストル)

競技選手権大会が開催

され、全国各地から優

秀な選手が出場しハイ ー

レベルな大会となりま

した。� 

⑩⑧⑨ 
⑨⑧ 

(t量平等数) 1.989戸� (人口)男� 3.628人 女� 3.910人 計� 7.538人� (平成4年8月末日現在) 

(出生)男� 2女� 3 ~.十 5 死亡) 男 5 女O 計 5 転入)男10 女10 計20 転出) 男 6 女 1 言十7
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の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
兼
ね
た
大
会
が
、

全
国
か
ら
六
十
七
名
の
選
手
が
参
加

し
て
、
生
比
奈
小
学
校
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
選
手
は
、
実
力
を
発

揮
し
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
競
技
会
と
な

東
四
国
国
体
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技

り
、
本
県
の
西
尾
直
子
選
手
、
広
瀬

育
美
選
手
が
日
本
新
、
タ
イ
記
録
で

優
勝
。
地
元
今
山
の
新
居
千
恵
選
手

が
全
国
の
強
豪
を
相
手
に
、
競
技
得

点
大
会
タ
イ
記
録
で
六
位
入
賞
と
い

う
す
ば
ら
し
い
成
績
を
お
さ
め
ま
し

た。

ビ 

ム
ピ
ス
ト
ル
)
競
技
選
手
権
大
会
開
催
さ
れ
る

l

大
会
参
加
者
に
好
感
呼
ぶ

平
成
四
年
度
全
日
本
社
会
人
ラ
イ
フ
ル
射
撃
を 
l
ム
ラ
イ
フ
ル

A 開会式に参加する選手団

@
ゐ
向
。
@
抱
明
、
回
大
厄 第~8回国民体育大会

リハーサル大会

ま
た
、
全
国
の

選
手
に
好
評
だ
っ

た
の
が
接
待
の
お

汁
と
み
か
ん
。
そ

し
て
、
園
児
、
児

童
の
集
団
演
技
と

金
管
バ
ン
ド
で
、

大
会
役
員
の
方
か

ら
は
げ
ま
し
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。最

後
に
な
り
ま

し
た
が
、
今
回
大

会
運
営
な
ら
び
に

競
技
運
営
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
関

係
各
位
を
は
じ
め
、

町
内
の
み
な
さ
ま

に
は
、
暑
い
中
ほ

ん
と
う
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

紙
面
を
借
り
て
厚

く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。来

年
十
月
に
は

東
四
国
国
体
が
開

催
さ
れ
ま
す

。

ど
う
か
今
後
に
お

か
れ
ま
し
で
も
、

一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。 

h
F
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
桜
木
勝
浦
町
長

ビームライフル2姿勢40発競技(8R 2 P40) 

順位 都道府県 氏 名 総計�  | 

l 徳島 西尾直子�  494 

2 千葉 虞戸利 至� 492 

3 神奈川 吉田 亨� 489 

4 東京 三宅正晃�  489 

5 山形 阿部 あや子� 488 

6 愛知 前田和歌子�  486 

•各
r一一一ー一ー� 

J 

種


目


成
 

績


表


• 
ビームライフル立射40発競技(BRS40) ビームライフル女子肘射40発競技(8R L T40) 

順位 都道府県 氏 名 総 計 �  

1 徳島 広瀬育美�  493 

2 千葉 山形利香�  486 

3 徳島 西尾直子�  483 

4 愛知 前田和歌子�  482 

5 神奈川 吉田 亨� 1 480 

6 千葉 虞� p 利 至� 479 

順位 都道府県 氏 名 総計�  

l 島根 長島葉子�  499 

2 東京 飴田 恵子�  498 

3 山形 阿部 あや子� 498 

4 広島 山 代 忍、 498 

5 和歌山 久喜 恵� 497 

6 石� JII 山本 さち子� 496 
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' 
標的

集
中
す
る
勝
浦
町� 
4h-27 

山
の
新

保育

按〉

所� 

の

{子共遼

の

集団寅

お
各綬，学‘j、・
生徒� 

プ

の

I2・
フ

ス1¥ 
〆，、

ド

‘，
勝
浦
町
か
ら
優
勝

1
三
位
ま
で
の
入
賞
者
に

送
ら
れ
た
ト
ロ
フ
ィ
ー

‘ 者

を
渡

犬1

4 
入
賞

賞� 

す
若� 

h.・i 
E量
長

ビームピストル40発競技(BP40) ビームライフル肘射40発競技(BR T40) 

順位 都道府県 氏 名 総点�  

1 愛媛 刈谷 事文� 355 

2 .山 形 薄葉麻男�  351 

3 大阪 梅 村 恵 里 子 �  335 

4 神奈川 吉田 亨� 333 

5 東京 木村裕治�  313 

6 滋賀 磯部一雄�  304 

順位 都道府県 氏 名 総点�  

1 島根 長島葉子�  500 

2 愛知�  j度遁由紀�  500 

3 岐 阜 平嶺 る り� 499 

4 福井 西 政幸�  499 

5 岐阜 仁科真美�  497 

6 徳島 新居千恵�  497 
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町民ビームライフル射撃大会

・小学生� 1-3年の部 -小学生 4-6年の部

順位 氏 名 点数� 

1 し五 まきこ� 87 

2 新居亮介�  74 

3 うえの てるよ� 61 

順位 氏 名 点数� 

1 新居野想、美� 96 

2 柿原昌 典�  79 

3 原田圭 介 �  76

東
四
国
国
体
秋
季
大
会
一
年
前
記
念
事
業

町
民
ビ 
I
ム
ラ
イ
フ
ル
射
撃
大
会


-中学生の部	 -高校 ・一般の部

}I頂住 氏 名 点数� 

1 大下真人�  91 

2 秋 本 和 彦�  83 

3 渡 留以�  82 

順位 氏 名 点数� 

1 観野正弘�  86 

2 山 田善章�  84 

3 岡本佳誉子�  83 

L家四国国体1年前フェスティバル】� 

t~ファイトすだちくん.

砂趣旨 ・目的

より多くの県民にスポーツの参加意識の高揚を

図り、スポーツを通じた参加者同志の交流を深め、

国体終了後も自らスポーツに親しむ県民性を創造

する。

また、このフェスティパルを通じて県下全域で

国体ムードを高めることによって、国体参加意識

の高揚と、東四国国体の成功を目指す。

砂日 時 平成� 4年10月25日(印

刷lO~P.M. 4 

砂場 所 吉野川河川敷

砂主 催

東四国国体� l年前フェスティパル実行委員会

砂内 容 (予定)

①プロスポーツ選手による実技指導

・サ ッカ一教室� 

Jリーグ所属、パナ、ノニ ック ・ガンバ大

阪の釜本監督、永島選手他を招き、実技指

導や少年たちとの模範試合を行う。

・野球教室

プロ野球OBを招き、野球教室を実施する O 

九
月
十
二
日

ω、
夜
、
八
十
名
の
参

加
者
で
盛
会
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

指
導
は
、
日
本
ラ
イ
フ
ル
射
撃
協

会
の
競
技
役
員
、
徳
島
県
ラ
イ
フ
ル

射
撃
連
盟
の
方
が
て
い
ね
い
に
教
え

て
く
だ
さ
り
、
参
加
賞
は
競
技
役
員

と
全
国
の
選
手
団
か
ら
い
た
だ
い
た

都
道
府
県
の
名
産
品
で
、
大
変
好
評

で
し
た
。

ま
た
、
高
得
点
者
に
は
、
日
本
ラ

イ
フ
ル
射
撃
協
会
か
ら
金
、
銀
、
銅

の
バ
ッ
ジ
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

来
年
の
国
体
時
に
も
町
民
大
会
を

計
画
し
ま
す
の
で
、
町
民
の
方
々
の

多
数
の
ご
参
加
を
お
ふ
侍
ち
い
た
し
ま

す。
今
回
の
成
績
は
別
表
の
と
お
り
で

す。

②国体ウルトラクイズ

来場者全員が参加でき、クイズ優勝者には海

外旅行など豪華景品を進呈する。

クイズは、「国体� JrスポーツJr徳島」に関する

ものの中から出題される。

③スポーツカイト模擬披露

④ジェットスキー、	 ウインドサーフィンの+莫範j寅

技

⑤国体会場地市町村パネル展

⑤ふれあいスポーツデイ

・グラウンド ・ゴ、ルフ

・ゲートボール

⑦スポーツ少年団フェア

・ライブコ ンサート

・チャレ ンジ ・ザ ・コクタイ

・スタンフ。ラリー
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町
で
は
、
七
十
歳
以
上

の
お
年
寄
り
を
招
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
さ

れ
て
き
た
永
年
の
ご
苦
労

に
感
謝
し
、
元
気
な
ご
長

寿
を
お
祝
い
す
る
た
め
、

勝
浦
中
学
校
体
育
館
に
お

い
て
、
第
二
十
三
回
目
の

敬
老
町
民
の
つ
ど
い
を
開

催
し
ま
し
た
。

磁老町民のつどい
オ
ド
ロ
ッ
ト
出
演
盛

今
年
の
該
当
者
は

一
千

六
十
二
人
で
、
約
七
百
人

の
方
が
元
気
で
出
席
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
早
朝
か
ら
婦

人
会
の
方
々
が
畳
食
弁
当

作
り
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

式
典
前
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
で

は
歌
と
踊
り
で
会
場
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
式
典
に
入
り
功

労
者
の
方
々
の
表
彰
、
祝

い
状
の
授
与
、
小
中
学
生

児
童
に
よ
る
作
文
朗
読
な

ど
が
行
わ
れ
、
午
後
か
ら

は
芸
能
大
会
で
婦
人
会
・

老
人
ク
ラ
ブ
の
三
味
線
や

踊
り
の
他
、
阿
波
踊
り
ロ

ボ

ッ
ト
「
オ
ド
ロ

ッ
ト
」
と

役
場
う
き
う
き
連
に
よ
る

阿
波
踊
り
競
演
で
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

4
功
労
者
表
彰
授
賞
の
橋
本
園
恵
さ
ん

表
彰
・
祝
い
状
等
を
受
け
ら
れ
た

方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

-
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
者
表
彰

団
体
の
部
山
西
掛
老
人
ク
ラ
ブ

個

人

の

部

鶴

本

由

美

(
生
名
老
人
ク
ラ
ブ
)

橋

本

園

恵 

(横
瀬
第
二
老
人
ク
ラ
ブ
) 

.
八
十
歳
到
達
夫
婦
祝
い
状

星

谷

出

葉

武

雄 

(
剖
歳
)

久
国

久
国

ツ
ギ 

(
初
歳
)

登

木

常

雄

(

部

歳

)

シ

マ
ヱ
(
別
歳
)

岡

侍

(

位

歳

)

マ
サ
ヱ
(
別
歳
)

倉

橋

省

一

(
別
歳
)

タ
ケ
ノ 

(
加
歳
) 

横
瀬

幸

山

喜

一

(

剖

歳

)

タ
マ
ヱ
(
初
歳
)

小

笠

太

郎 

(
位
歳
)

ア
サ
ヱ
(
別
歳
)

日
浦
義
雄
(
部
歳
)

シ
ヅ
子
(
初
歳
)

新

居

虞

一

(

前

歳

)

「
敬
老
の
日
に
思
う
こ
と

ー
お
じ
い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
へ 

1
」

坂

本

小

六

年

大

谷

貴

重

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
聞
い
た
こ

と」
勝
浦
中
三
年

婦
人
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
プ
ロ
ロ
ー
グ 

老
人
保
健
福
祉
計
画
作
成

の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
お
願
い

平
成
五
年
四
月
に
施
行
さ
れ
る
一

部
改
正
後
の
「
老
人
福
祉
法
」
、
「
老

人
保
健
法
」
に
基
づ
き
県
及
び
町
に

ム
む
い
て
は
「
老
人
保
健
福
祉
計
画
」

の
作
成
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
を
行
い
ま
す

の
で
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

一
、
調
査
の
目
的

平
成
五
年
四
月
に
施
行
さ
れ
る
老

人
福
祉
法
及
び
老
人
保
健
法
に
基
づ

く
「
勝
浦
町
老
人
保
健
福
祉
計
画
(
仮

称
)
」
作
成
の
た
め
の
基
礎
資
料
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
要
介
護
老

人
等
の
現
状
及
び
保
健

・
・福
祉
ニ
ー

ズ
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
を
実
施

す
る
。

二
、
調
査
の
実
施

実

施

主

体

勝

浦

町

調
査
期
間
平
成
四
年
十
月
か
ら

十
一
月
ま
で

三
、
調
査
対
象
者

町
内
に
居
住
す
る
六
十
五
歳
以
上

の
高
齢
者
の
方
々
。

な
お
調
査
の
実
施
方
法
等
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
調
査
票
送
付
の
際
に

ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

ま
た
こ
の
調
査
に
関
す
る
こ
と
は

役
場
住
民
福
祉
課
(
二
|
二
五

一
こ

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。 

A 
7 

山

• 


シ
ズ
子 

(
初
歳
)

・
米
寿 
(
部
歳
)
到
達
者

中

角

大

西

久

雄

ほ

か

泊

名

・
喜
寿
(
何
歳
)
到
達
者

久

国

山

崎

正

義

ほ

か

町

名

米
寿
、
喜
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
々

に
は
、
知
事
か
ら
の
銀
盃
、
木
盃
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

(
以
上
敬
称
略
)

心
温
ま
る
敬
老
作
文
の
朗
読

敬
老
の
日
に
寄
せ
て
、
小
学
校

・

中
学
校
を
代
表
し
て
お
二
人
の
心
温

ま
る
作
文
の
朗
読
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

h
F

'
作
文
朗
読
さ
れ
る
大
谷
貴
重
く
ん 

士反坂 棚
本 本 里子

• 

l
ク
出
演

hv老
人
ク
ラ
ブ
豊
田
会
長
ふ
る
さ
と
ネ
y
ト
ワ 

湯
浅

矢口
延 
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り、zzpf222a2選� 14
汗球勝 、決� lの県町八 寺三匡司

5 8 3 5 とチに勝定ムー少民月 権徳
涙� l輝浦すが年年グ二 大島

8 4 のムき郡る参の野ラ十 壬き贋主
中のま代最加各球ン六�  t三 ~jj

i ??iiii?信号訂 孟事

ポ年ルポ の二今て会連手手行三 優墜�  
l 野パ�  l 美 位 年 は ) 盟 優 権 わ 日 島秀 i皇� 
γ 球|ツ をとの初にの勝大れ間�  E昼

決� JF回
勝勝線戦

新
チ
ー
ム
は
じ
め
、
町
内
各
チ
ー

ム
も
秋
の
大
会
に
向
け
て
、
が
ん
ば

っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

引
世
紀
に

部
落
差
別
を

残
さ
な
い
た
め
に

家
庭
内
で

話
し
合
い
、

人
権
意
識
を

高
め
よ
う

こ
の
こ
と
か
ら
、
就
職
用
提
出
書

類
は
「
全
国
高
等
学
校
統
一
用
紙
」

の
み
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

な
お
新
規
中
学
校
卒
業
予
定
者
は

「
職
業
相
談
票
乙
」
、
新
規
大
学
卒
業

予
定
者
は
学
校
で
定
め
た
応
募
書
類
、

ま
た
新
規
学
卒
者
以
外
の
応
募
の
際

の
履
歴
書
に
つ
い
て
も
日
本
工
業
規

)で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

が
な
ぜ
い

な
い
の
で
し

が
ん
ば
っ
て
ま
す
ノ

選

チ
ビ
ッ
子

歪 e 勝
吉|
達

「
ぼ
く
た
ち
、
八
月
二
日
の

県
南
少
年
柔
道
大
会
低
学
年
の

部
で
準
優
勝
し
ま
し
た
。
楽
し

い
よ
。
ぼ
く
た
ち
と
い
っ
し
ょ

に
柔
道
や
り
ま
せ
ん
か
。
」

こ
と
は
明
ら
か
に
、
就
職
差
別
で
あ

り
ま
す
。

③

宗

教

⑨

支

持

政

党

⑬

生

活

信

条

⑪

尊

敬

す

る

人

物

⑫

思

想

憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
個
人
の

自
由
権
に
属
す
る
こ
と
が
ら
で
す
。

こ
れ
ら
を
採
用
選
考
に
持
ち
込
む

こ
と
は
、
基
本
的
人
権
を
侵
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。

⑬

本

籍

・
生
ま
れ
育

っ
た
場
所

生
ま
れ
た
所

・
育
っ
た
所
は
、
本

人
の
責
任
に
属
さ
な
い
こ
と
で
あ
っ

て
、
そ
れ
ら
を
知
ろ
う
と
す
る
こ
と

は
、
予
断
や
偏
見
で
採
否
の
資
料
に

し
、
同
和
地
区
出
身
者
を
排
除
し
よ

う
と
す
る
意
図
が
あ
り
、
明
ら
か
に

部
落
差
別
そ
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

⑭
生
活
環
境
に
関
す
る
作
文

「
私
の
生
い
立
ち
」
、
「
私
の
家
庭
」

な
ど
の
テ 
l

環
境
や
思
想
を
調
べ
る
手
段
と
し
て

‘ 

格

(
③
身
元
(
家
庭
)
調
査

興
信
所
な
ど
に
依
頼
し
た
り
、
近
隣

の
人
な
ど
を
通
じ
て
、
住
居

・
生
活

・
家
族
な
ど
の
状
況
を
調
べ
る
い
わ

ゆ
る
身
元
調
査
は
、
内
容
が
採
用
す

る
本
人
の
職
務
能
力
と
は
関
係
の
な

い
も
の
で
あ
る
ば
か
り
か
、
そ
の
調

査
結
果
は
無
責
任
な
風
評

・
偏
見

・

予
断
と
い
っ
た
も
の
が
入
り
、
真
実

が
歪
め
ら
れ
て
報
告
さ
れ
る
こ
と
が

少
く
あ
り
ま
せ
ん
。

身
元
(
家
庭
)
調
査
そ
の
も
の
が


典
型
的
な
就
職
差
別
で
あ
り
ま
す
。


④

家

族

の

職

業

・
家
族
の
続
柄

・


家
族
の
健
康


⑤

家

族

の

地
位
、
学
歴

・
収
入

⑥

家

族

の

資

産

⑦
住
居
状
況
(
部
屋
数

・
間
取
り

J
I
S

用
い
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
就
職
差
別

に
つ
な
が
り
ま
す
。

採
用
選
考
に
当
た

っ
て
は

一
、
本
人
の
能
力
・
適
性
が
職
務
遂

行
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
。

二
、
応
募
者
の
基
本
的
人
権
が
尊
重


さ
れ
る
中
で
行
わ
れ
て
い
る
か
ど


う
か
。


こ
の
二
点
を
基
本
と
し
て
選
考
が


•な
い
こ
と
か
ら
で
採
否
を
決
定
す
る 

実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
ど
)

応
募
者
の
職
務
能
力
を
判
断
す
る

の
に
、
な
ぜ
「
親
の
職
業
」
や
「
家

族
の
健
康
」
な
ど
を
聞
く
必
要
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
本
人
の
責
任
の

(左
上
)雲

仙
町
君

F
(
右
上 
)村
上
達
剣
君 

(下
)宮
島
隆
文
君 

決準準 三 な 少 の お 覇 し 会 た 羽 軍主

が多な入筆能あ ②れたやま 必し ①ょ十 ro.，(鍋腕 ielll0¥io)A0l 
あくど h頭 力 る 会 るめ同つ本要い人 う四就 劇務緒 f)}~ゆ⑫会ペーさ3 機務総
りの 、支にに「社社もの和た人な家を戸か項
ま 事明持「関社独用のも 地 くのの族雇籍 。目
す 項ら政家係用白紙での区無能でのう謄
。がか党族の紙でのはでの関力し関のな
合にと弓のな」定作ああ人係、よ{系に乞
ま差自続いにめ成りれなで適うを な 本
れ 別 宅 柄 「はた まばどあ性か調ぜの け
てに付・ ・本本 応 せ絶をり及 。べ本提
いつ近職籍人募 ん対排 、び る籍 出
る なの業地 の用 。に除ま意 こや
場が略L-職紙 許すし欲とく
合る回収を 務 で さるてに がわ

マ
は
、
応
募
者
の
家
庭
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充
実
し
た
短
歌
会

-R-R
H

ね
る
ん
じ
よ
グ
」
と
い
う
セ
リ
フ
は

の
み
こ
ん
で
、
や
さ
し
い
声
、
あ

っ

-
九
月
十
二
日

午

後

一
時 
1
五
時 

た
か
い
心
で
子
ど
も
と
本
を
読
み
た

.
図
書
館
二
階
視
聴
覚
室

い
と
思
い
ま
す
。

一
時
か
ら
鶴
林
寺
の
詩
の
こ
み
ち

を
散
策
後
、
視
聴
覚
室
で
準
備
さ
れ

た
各
自
の
歌
を
鑑
賞
、
松
並
武
夫
先

子
供
た
ち
に
よ
い
絵
本
を

生 

(南
海
歌
人
)
の

一
句

一
旬
に
対

-s

⑨ 

⑥
⑧
⑨
⑥
⑨
「省⑩

回
冒
自
問 

し
て
の
批
評
や
、
用
語
、
表
現
に
い

岸
上
昌
子

た
る
ま
で
親
切
な
ご
指
導
に
予
定
の

日
午
前
九
時
三
十
分

1
十
二
時
ま
で

先
日
、
高
山
智
津
子
先
生
の
講
演

時
刻
を
大
き
く
オ
ー
バ
ー
す
る
熱
の

十

月

行

事 

に
図
書
館
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

を
拝
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
も

っ
た
歌
会
で
あ
り
ま
し
た
。

長
年
教
師
生
活
を
送
ら
れ
た
先
生
の

〈選
者
選
〉

女
俳
句
・
川
柳
の
会

体
験
を
交
え
て
、
読
み
聞
か
せ
の
大

第

一
位

倉

越

ヒ

サ

書
道
・
絵
画
展

出
張
の
子
の
声
夜
半
に
い
き
い
き

amψ

日

1
幻

日

午

前

中

期

日

但

日

午

後 

1
時
か
ら

も
の
」
と
い
う
演
題
で
、
高
山
先
生

の
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。子

ど
も
た
ち
が
本
の
中
の
は
り
ね

ず
み
の
家
族
に
、
自
分
自
身
の
親
の

あ
り
方
を
反
映
さ
せ
た
と
い
う
話
に

ど
き

っ
と
し
た
り
、
運
動
会
で
小
さ

い
子
の
世
話
を
し
て
い
て
、
自
分
の

徒
競
争
の
番
に
遅
れ
て
落
ち
込
ん
で

い
る
子
を
先
生
が
「
お
で
こ
ぐ
り
ぐ

り
」
し
て
は
げ
ま
す
と
い
う
本
の
紹

介
に
ほ
ろ

っ
と
し
た
り
:
:
:
。

と
に
か
く
楽
し
い
語
り
口
で
、
子

ど
も
た
ち
の
反
応
を
具
体
的
に
表
現

し
て
く
だ
さ
り
、

一
時
間
半
の
講
演

時
聞
が
と
て
も
短
か
く
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

そ
し
て
、
読
み
き
か
せ
に
よ

っ
て、

学
力
で
は
な
い
、
計
測
不
可
能
な
力

が
育
つ
と
い
う
こ
と
、
そ
の
た
め
に

は
、
楽
し
む
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う

こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
「
こ
れ
読
ん
だ
ら
さ

っ
さ
と

切
さ
を
と
て
も
楽
し
く
お
話
く
だ
さ

期
間 

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー
二
階

い
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
読
み
聞
か

と
ウ
ィ
ー

ン
の
街
を
短
く
話
す

場

所

図

書

館

二
階
視
聴
覚
室

「
我
れ
と
来
て
遊
べ
詠
え
よ

せ
を
始
め
る
動
機
と
な

っ
た
の
は
、

第
二
位

中

田

ヤ

ス

エ

出
品
内
容

雀
の
子
」

担
任
を
さ
れ
て
い
た
ク
ラ
ス
に
落

孫
達
の
忘
れ
て
帰

っ
た
手
花
火
を

一
、
小
中
学
校
児
童
生
徒
作
品
展

・
昨
年
は
俳
句
の
部
で

ち

つ
き
が
な
く
、
絵
本
を
読
み
聞
か

晩
夏
の
聞
に
燃
や
し
て
お
り
ぬ

二
、
書
道
教
室
在
籍
者
作
品
展

せ
る
時
間
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
集

第
三
位

谷

翠

山

三
、

一
般
協
力
者

図
書
館
の
窓
に
青
田
の
風
流
れ

ひ
ょ

っ
と
こ
の
面
を
か
ぶ
り
で
客
を

搬
入
並
び
に
展
示
準
備	

駒

津

光

洋 

中
力
が
つ
き
子
供
達
が
少
し
、
ず
つ
変

呼
ぶ
宵
の
え
び
す
の
賑
わ
い
に
い
る

日

月

日

日

午

前

中

-
川
柳
の
部
で
は	

わ
っ
て
い

っ
た
と
い
う
こ
と
、
す
ば

第

四

位

桜

木

千

代

子

・
出
品
く
だ
さ
る
方
は
右
期
日
ま
で	

図
書
館
で
明
治
の
恋
に
酔
う
て
い
る

ら
し
い
こ
と
だ
な
と
感
動
し
ま
し
た
。

大
げ
さ
に
包
帯
さ
れ
し
我
の
手
へ

中

田

万

里

私
の
長
女
の
通
う
幼
稚
園
で
は
、

息
子
が
こ
ま
切
れ
の
西
瓜
持
ち
来
る

に
図
書
館
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

な
ど
、
楽
し
い
即
吟
が
行
わ
れ
ま

毎
週

一
冊
、ず
つ
絵
本
を
貸
し
出
し
て

カ
ウ
ン
タ
ー
に
こ
と
り
と
置
き
し

盆

裁

展

し
た
。
是
非
ご
参
加
い
た
だ
き
、
素

く
れ
ま
す
。
一

歳
の
頃
か
ら
、
兄
の

第

五

位

島

つ

と

む


期

間

幻

日 
1
お
日
午
後
3
時
ま
で

晴
し
い
金
賞
を
射
と
め
て
く
だ
さ
い
。

持

っ
て
帰
る
絵
本
を
共
に
楽
し
ん
で

百
円
玉
は
駆
け
て
来
し
児
の
手
の


場

所

図

書
館
二
階
視
聴
覚
室

き
た
長
女
は
絵
本
が
大
好
き
で
す
。

温
み
あ
り


出

品

盆

裁

、
盆
景
、
山
野
草

高
山
智
津
子
講
演
会
に

毎
晩
寝
る
前
の
絵
本
の
時
間
を
と
て

互
選
高
点

歌

島

つ
と
む


坂
本
の
山
田
一房
夫
さ
ん
を
中
心
と

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

カ
ウ
ン

タ
ー
に
こ
と
り
と
置
き
し

し
て
町
内
の
山
草
に
趣
味
を
お
持
ち

参
加
し
て

ら
も
先
生
の
言
わ
れ
た
、
や
さ
し
い

百
円
玉
は
駆
け
て
来
し
児
の
手
の

の
方
々
に
よ

っ
て
計
画
さ
れ
て
い
ま

声
、
あ
た
た
か
い
心
で
読
む
、感
想
を

温
み
あ
り 

す
。

や
さ
し
い
声
・
あ
っ
た
か
い
心
で

強
要
し
な
い
、
楽
し
い
本
を
読
む
、

休

館

日

盆
裁

・
盆
景
、
山
野
草
の
愛
好
者

の
三
点
に
充
分
留
意
し
、
子
供
達
に

で
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
の
出
品
を

今
山

大

久

保

十

祈

子

良
い
絵
本
を
た
く
さ
ん
読
み
続
け
て

毎
月
曜
日

・
月
末
日

女
県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

お
待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
、
二
十
二

九
月
六
日
、
「
読
み
き
か
せ
で
育

つ

あ
げ
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

6
日
・
羽
田

士反

本

-R

• 
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h
F

ど く技術講習 会
Z 

開 催 案 内 ア

九
子
の
置
碁

トート
ノ、

トート

トート� • 。四四ー

トート・

|ートー

ートー� 

+•トートー� • •ト--t-

-+E予防 十 ーーー 十@トートー

ト� •。トートー� • •トト

→ 、J

⑩
⑥
⑨
⑩
⑩
⑥
⑩

敏

室

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

改
善
セ
ン
タ
ー
で
は
、
囲
碁
将
棋

教
室
を
次
の
日
程
で
開
催
致
し
て
お

り
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

-
囲
碁
将
棋
教
室

日
時

毎
月
第
二
日
曜
日

午
後
一
時
1
五
時

場
所

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

二
階
和
室

※
ご
自
由
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
改
善
セ
ン
タ
ー
は
毎
週
木

曜
日
を
ロ
ン
グ
開
館
日
と
し
、
午
後

八
時
ま
で
聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
お

気
軽
に
お
立
寄
り
く
だ
さ
い
。

所
長

谷
口

武

…務…
…実一

一、ノ一
一コ…

…ソ一 :工業用ミシン(初級) 

1.講習期間 平成 4 年10月 27 日 ~12月 2 日の聞に21 日間 1. 講習期間 平成 4 年 11 月 9 日 ~12月 15 日の聞に21 日間 

2.講習日・講習内容� 2.講習日・講習内容

No. 月 日 内� n骨- 議 師 備 考�  

1 11月9日(月) I則ミ正シ常式ンσ・〉 オリエンァ ション 武市信子先生名称、&取り扱い方� 

2 10日伏) オーバーロッヲミシンの来通し品!基鍵縫い イシ� 

3 12日(木) 基礎縫い&ミンンの調子の取り方 嶋田昇先生�  

4 13日(郵 付属品の取り扱い方ト) 。 個々に錬作
(各アタ yチメン できるように� 

5 16日� (月)
アイロンの取り扱い方

近藤アサ子先生アウトポケ� y トf寸け� 

6 17日制 ティ� yシュカバーケース� (3種無 。� 

7 19日(木) ファスナー付け練習(� 5種類) 。 脇虫出 L前立て� 

8 20日幽 ポケ� y ト作成 高原富子先生� 

9 24日伏) ポケ� y ト作成� &エプロン作成 イシ� 

10 26日(木) 部分縫い ・会社史学 武市信子先生� 

11 27日(剣 ショッピングバッグ作成 近藤アサ子先生� 

12 30日(月� ) のれん作成 イシ
四つ折りパイ
ノダー� 

13 12月1日附 スカート裁断 高原富子先生� 

14 3日(木) スカート作成 。� 

15 4日(釘 。 。� 

16 7日(月) 帽子作成 。� 

17 8目別 ベスト裁断 武市信子先生� 

18 10日(木) ベスト作成 。� 

19 11日(鉛 ベスト作成&ピロケース作成 。� 

20 14日� (月) ピロケース作成 。� 

21 15日伏) 総括・閉講式 ・職業相談 近藤アサ子先生� 

No. 月 日 内 旬廿ヤ� 

10月27日開 開講式� OA入門，キーボード練習� 

2 28日(ホ) 一太郎入門，基本操作� 

3 29日(木� ) 。 編集機能，印刷，ファイル管理� 

4 30日働 。 罫線� 

5 11月4日(ホ)� BASIC入門� 1 計算，表示� 

6 5日(木)� BASIC入門� 2 印刷� 

7 6日@�  BASIC入門� 3 ファイル保存� 

8 10B(f() BASIC入門� 4 ファイル保存，その他� 

9 11日(水) 初級BASIC実習� 

10 12日(木) 。� 

11 13日働� MS-DOS入門起動，コマンド� 

12 17日伏� ) イシ ファイル管理，基本動作� 

13 18日(ホ� ) 。 階層ディレクトリー，コ7ンドの実行� 

14 19臼(木� ) 。 パッチ処理，ハードディスヲ� 

15 20日幽� Lotus 1-2 -3入門ワークシート，罫線� 

16 24日例 ク セlレ操作，計算式の入力� 

17 25日(ホ) データベース入門 検索その他の操作� 

18 26日(木� ) 。 ファイル設計，入力� 

19 27日働 。 印刷，応用� 

20 12月1日伏) パソコン による財務会計実習� 

21 2日(ホ) まとめ 閉講式・反省会・職業相談

3.講習時間� 

4.開催場所� 

5.定員�  

6.受講料�  

7.教材費�  

8.申込先�  

9.申込期間

午前� 9 :30~午後 3 :30 

徳島市川内町鶴島173-5 

(捕ノア講習ルーム 

20 名

無料

テキスト代自己負担.

徳島県婦人就業援助センター

徳島市中昭和町i2(総合福祉センター1F) 

ft0886 (54) 0121 

平成 4 年10月 12 日 ~10月 20 日 

3.講習時間� 

4.開催場所� 

5.定員�  

6.受講料�  

7.教材費�  

8.申込先

9.申込期間

午前� 9 :30~午後 3 :30 

徳島市中昭和町�  1丁目� 2

徳島県婦人就業援助セ ンタ ー� 

15 名

無料

材料費実費

徳島県婦人就業援助センター

徳島市中昭和町�  1-2 (総合福祉センター�  1F) 

ft0886 (54) 0121 

平成 4 年 10月 23 日 ~ 11 月 2 日 

詳細は，徳島県婦人就業援助センターにお問い合わせください。�  
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「
位
置
」

褒
め
ら
れ
て
姿
勢
崩
せ
ぬ
嫁
の
位
置

駒
津
こ
つ
ゆ

目
の
位
置
を
変
え
る
と
楽
に
な
る
浮

世

竹

田

あ

ゆ

み

こ
の
位
置
で
老
い
を
す
な
わ
に
受
け

入

れ

る

今

川

の

ぼ

る

女
で
す
母
で
す
位
置
を
ち
ゃ
ん
と
持

ち

日

下

美

里

揺
る
が
な
い
位
置
で
眼
鏡
を
か
け
直

す

穏

台

綾

今
の
位
置
捨
て
ら
れ
な
く
て
ご
ま
を

す

る

美

馬

真

由

�

 

好
き
で
い
る
位
置
を
他
人
が
や
か
ま

し

い

倉

橋

加

辻

地
図
ひ
ら
き
位
置
確
か
め
る
空
の
旅

真
木
し
げ
お

位
置
変
わ
り
嫁
が
主
役
の
台
所

桜

木

千

代

位
置
替
え
て
み
れ
ば
苦
し
さ
良
く
わ

か

る

山

下

ふ

さ

を

家
具
の
住
置
色
々
変
え
て
元
の
場
所

橋

本

茂

幸

へ
そ
く
り
を
か
く
し
た
位
置
の
査
が

な

い

仙

才

き

よ

し

宛
先

「
雑
詠
」T

E
L

ぬ
か
床
も
持
た
せ
娘
を
嫁
に
出
す


P

後

藤

列

東


週
休
も
ボ
ー
ナ
ス
も
な
く
草
を
刈
る


黒

井

瞳

ジ
ェ

イ
エ
イ
と
云
わ
せ
百
姓
変
わ
り

な

し

丸

山

香

月

描
を
噛
む
窮
鼠
の
フ
ァ
イ
ト
欲
し
い

と

き

殿

川

早

苗

夏
休
み
過
ぎ
て
母
さ
ん
一
息
で

錦

内

常

一


坂
道
と
な
れ
ば
杖
を
ば
探
し
お
り


北
島
ア
サ
ノ


先
妻
の
子
が
じ
わ
じ
わ
と
せ
め
て
く


る

中

山

い

く

子


⑧
⑮
⑨
⑧
⑧
⑧

横
瀬
中
田
ヤ
ス
エ

口
四
五
八
三


十
月
五
日
，
�
 切

俳

句

一

人

二

句


十

一
月
五
日
〆
切
短
歌
一
人
一
首


※
作
品
の
添
削
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

• 

平成4年度 第8固勝浦町少年相撲大会


わが家の経営を (少年少女サークル事業)


法人化
とき 平成 4年10月11日 午前9時から


ところ 勝浦中学校土俵 

-勉強会に参加しませんか・ ※雨天の場合中止


農業経営を法人化(有限会社や農
主催 勝浦町教育委員会


協賛� 勝浦町青少年健全育成連絡協議会

事組合法人など)することは、税制

上ばかりでなく、金融制度や事業の

多角化、年金・労災等従事者の社会 ワープロ(検定)及び洋裁リフォーム講習会
保障、雇用確保など多くのメリッ卜 • 
があります。	 -受講対象者 母子家庭のお母さん、子供、寡婦

自分の経営を点検しながら、簿記
-講習科目 ①ワープロ(検定)講習会(定員10名)� 

経理や法人化の手法など講習、研修 10 月 26 日 (月)~ 12月 4 日幽までの25 日間

会を実施しでいきたいと考えでいま 毎週月~金曜日� 13時30分 ~16時30分

す。 ※基礎講座を修了されてる方

関心のある方は、普及所まで連絡 ②洋裁リフォーム講習会(日曜コース定員10名)� 

ください。
11 月 1 日 (日)~ 2月28日(日)までの第� 3日曜日

を除く日曜日の 12 日間 9 時30分 ~16時30分

小松島勝浦農業改良普及所� 
-受 講 事ヰ 鑑 料


T E L (08853) 2-1 61 1 


ィシ 勝浦詰所� -受講旅費等の支給

T E L (08854) 2-2 1 9 8 受講に要する交通費等を支給します。(一定の要件必要)

※詳しくは下記へ

徳島県立母子福祉センター	 徳島市中昭和町� 1丁目� 2

電話� (0886) 54-7418 
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〈日 堕) (参加資格 〉

平成4年11月4日(水)，......5日(木) 勝浦町内に在住の方で、今までに県の主催して

午前 7時30分出発(大型パス 2台) いる竹原火力発電所先進地見学会に参加をされ 

• 

10 
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スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
日時　　　　　参加資格

見学先　　　　募集人員

日程

MUS04
テキストボックス
参加費用

申し込み

その他



• 

竹原火力発電所先制見学会/豪御霊彰男智 


をバランスよく開発してゆくこと

が豊富で、資源、べ‘炭は、石油にくら

入が可能であることから、石油の

としで開発が進められでいます。

詳しくは、勝浦町企画開発課まで

お問い合せくださし� ¥ 0 

T E L 2 -2511 (内需果30，69) 

電気は、私たちの生活や経済、社会活動におい

て、必要不可欠なものであります

生活の向上や経済の成長に伴って

の伸びが見込まれることから、国

画的に電源立地が進められていま

我が国のエネルギーは、水力を

輸入にたよ つでいるのが現状です

気を安定しでしかも安いコストで

は、原子力、 火力� (石炭・� LNG

橘湾石炭火力発電所立地計画については、平成� 
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「行政相談週間」
徳島行政監察事務所

に当たって 行政相談委員 中村芳生

10月11日(日)から 17日(土)までの一週間は、「行政相談週 地元行政相談委員が主催し て、次のとおり行政相談所

間」です。 を開設します。

行政相談週間は、総務庁が行政相談制度を広く国民 相談所では、現在、「さわやか行政サービス運動」が

の皆さんに利用し ていただ くために、全国一斉に実施 全国的に展開されていることもあ って、行政サーピス

しているもので、す。 の改善に関する相談についても積極的に受付けること

この週間行事の一環として、徳島行政監察事務所と にしています。 

巳.
⑩
⑧
心
配
ご
と
相
談

-
日
時 

m月
2
日
樹 

-m月
9
日
倒 

m月
日
間
日
倒
・
問
月
お
日
働

問
月
初
日
倒

人
権

・
行
政

・
厚
生

・
福
祉

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー 
2
階 

¥
平
日
で
も
受
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
/

/
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 
¥

-
内
容

・
場
所

阿
国
日
固
眼

『
舘
⑫
固
』

十
月
一
日
は
、
「
法
の
日
」
で
す
。
「
法
ま
も
る
心
が

築
く
よ
い
社
会
」
と
い
う
標
語
の
と
お
り
、
こ
の
日

は
、
国
を
挙
げ
て
法
の
尊
重
、
基
本
的
人
権
の
擁
護
、

社
会
秩
序
の
確
立
の
精
神
を
高
め
る
た
め
の
日
と
定

め
ら
れ
、
更
に
こ
の
趣
旨
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
十

月

一
日
か
ら
の

一
週
間
を
「
法
の
日
」
週
間
と
し
て

全
国
各
地
で
種
々
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
徳
島
に

お
い
て
も
、
裁
判
所
、
検
察
庁
、
弁
護
士
会
が
合
同

で
次
の
行
事
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
御
利

用
く
だ
さ
い
。

行政相談所

1 .日時  平成 4年10月9日(遡 午前10時~午後 3時

2 .場所  住民福祉セ ンター

3.参加予定機関 人権擁護委員

4 .主な相談内容 道路 (道路標識の見直し、凸凹の解消)

輸送機関(乗り次ぎ時間の調整、時刻表等

の表示)、病院 (食事時間の改善、待ち時間

の表示)、申請 ・窓口の対応、登記、農林水

産、商工、福祉、年金、社会教育、郵便など。 

-
各
種
行
事

川

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設

ァ
、
日
時
平
成
四
年
十
月
一
日
附

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

場
所
徳
島
市
徳
島
町

一
丁
目

五
番
地

徳
島
地
方
(家
庭
)
裁
判
所

相
談
内
容
交
通
事
故
、
公
害
、

金
銭
貸
借
、
借
地
、
借
家
、
家
事
、

登
記
、
戸
籍
、
人
権
な
ど
法
律
上

の
問
題
全
般

ィ
、
日
時
平
成
四
年
十
月
二
日
幽

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

場
所

三
好
郡
池
田
町
字
マ
チ

二
四
七
六
番
地

池
田
公
民
館

相
談
内
容
交
通
事
故
、
公
害
、

金
銭
貸
借
、
借
地
、
借
家
、
家
事

な
ど
法
律
上
の
問
題
全
般

凶

講
師
の
派
遣

各
種
の
団
体
か
ら
講
話
等
希
望
が

あ
れ
ば
、
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

叩

裁
判
所
の
見
学
、
裁
判
の
傍
聴

い
つ
で
も
お
気
軽
に
お
出
で
く
だ

大』い
。

団
体
の
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

安
徳
島
地
方
(
家
庭
)
裁
判
所
の
所
在

地
及
び
電
話
番
号
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〒
七
七

目
五
番
地 

O

徳
島
市
徳
島
町

一
丁

八
八
六 
)五
二
|
コ二

四

一

T
E
L
(O
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←⑧⑧⑨⑨⑧ー

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
に
つ
い
て


巡
査
部
長

全
町
一
斉
清
掃
を

終
え
て

交
通
死
亡
事
故
の
発

生
防
止
の
た
め
に
最
も

l

大
事
な
シ 

ト
ベ
ル
ト

の
着
用
に
つ
い
て
お
話

し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
駐
在
所
の
警

め
て
取
締
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
は
自
己
(
運
転
者
や
同

乗
者
)
を
守
る
た
め
の
目
的
で
着
用

を
法
律
で
定
め
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
れ
は
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
効
力

が
非
常
に
大
き
い
か
ら
で
す
。
伺
度

も
言
い
ま
す
が
、
私
た
ち
警
察
官
は

実
際
に
事
故
現
場
へ
行
っ
て
事
故
の

処
理
を
し
て
い
ま
す
。
先
日
も
、
県

道
の
石
原
バ
ス
停
前
の
交
差
点
(
交

通
事
故
多
発
地
点
そ
の
①
を
参
考
)

l

察
官
は
、
で
き
る
限
り

朝
夕
の
交
通
混
雑
の
激

し
い
時
間
帯
に
、
県
道

沿
い
で
立
番
し
て
交
通

監
視
を
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
し
て
い
な
い
ド

ラ
イ
バ
ー
に
、
「
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
し
て
く
、
だ
さ

い
」
と
い
う
合
図
(
右

手
を
右
肩
に
あ
げ
て
左

腰
に
お
ろ
す
)
を
し
て

い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
人
は
気


付
い
て
、
シ
ー
ト
ベ
ル


ト
を
し
て
く
れ
ま
す
が
、


な
か
に
は
全
く
分
ら
な

シ 

ト
ベ
ル
ト
は
あ
な
た
の
命
綱
で


い
人
や
分
っ
て
い
て
も


し
な
い
人
も
い
ま
す
。


他
の
交
通
規
則
は
、

事
故
を
起
さ
な
い
た
め
、

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な

で
追
突
事
故
が
あ
り
、
現
場
へ
行
っ

た
と
こ
ろ
、
追
突
さ
れ
た
車
は
後
ろ

の
車
体
が
大
破
し
て
い
て
普
通
で
あ

れ
ば
怪
我
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

の
に
無
事
で
し
た
。

現
在
ま
で
の
四
輪
車
で
の
死
亡
事

故
の
う
ち
約
半
数
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
し
て
い
れ
ば
助
か
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

勝
浦
町
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、

す
。
必
ず
締
め
て
安
全
運
転
を
お
願

い
し
ま
す
。

い
た
め
に
法
律
で
定

田

雅

雄

交通事故巡回相談日 

日 時 10月26日(月)

午前 9時~午後 4時

場所 小松島中央会館

相談員 相田伸夫

※お気軽にご相談ください。

道 路 標 識 週 間ど 不用犬の

買い上げ日

10月 1日~ワ日 犬の放し飼し、は

道路標識週間が， 10月 1 日~7 日までの間全国的に実施されます。
やめましょう。

道路標識は道路を安全，快適.円滑に利用するための施設で，道路利用者

にいろいろな情報を伝えるために設置されています。なかでも，案内標識は

目的地の万向、距離，現在地，路線番号などを案内する役割をしているため， 10月21日同

ドライブする際にロードマップと併用することによって より効果的な道路1

情報をドライパーのみなさんに提供してくれます。

この週間を機に道路標識に関心を持って頂き，また標識についてのお気付


きの点がありましたら，標識BOX(標識意見箱〉により御意見をくださる


か，勝浦町役場建設課又は県道路保全課 (0886-21-2549)まで御連絡くだ


さい。


なお、標識 BOXを PRするリーフレット(郵送用葉書付き〉は勝浦町役


場、最寄りの土木事務所、警察署などに備え付けしています。
 

自体)7月01-
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坂
本
婦
人
会

建
設
大
臣
か
ら
感
謝
状
授
与

一
�
 家
庭
ゴ
ミ
の
正
し
い


分
け
方
・
出
し
方


ゴ
ミ
は
、
責
任
を
も
ち
ま
し
ょ
う
)

決
め
ら
れ
た
日
の
朝
八
時
ま
で
に
、

自
分
達
で
清
掃
し
て
い
る
場
所
や
フ

ェ
ン
ス
へ
。

次
の
日
程
で
回
収
い
た
し
ま
す
。

住
民
参
加
に
よ
る
減
量
化

・
資
源
化

を
す
す
め
る
た
め
、
必
ず
名
前
を
書

4
町
長
か
ら
伝
達
を
う
け
る
長
国
支
部
長
さ
ん

坂
本
婿
人
ぎ
は
毎
月
一
日
を
「
花

い
っ
ぱ
い
運
動
の
日
」
と
定
め
、
そ

の
日
に
は
県
道
上
那
賀
線
の
あ
き
缶

回
収
や
、
路
面
の
清
掃
・
繁
殖
し
た

雑
草
の
刈
取
り
除
草
を
行
う
な
ど
、

道
路
の
美
化
・
道
路
の
愛
護
思
想
の

普
及
に
努
め
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
、

建
設
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

坂
本
婦
人
会
、
長
田
恭
枝
会
長
は
、

「
大
変
光
栄
で
す
。
歴
代
の
婦
人
会

会
員
の
方
々
の
活
動
の
成
果
が
認
め

ら
れ
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
語
っ
て

f

く
れ
ま
し
た
。

今
後
も
町
内
の
美
化
活
動
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

石
原
区

徳
島
県
知
事
か
ら
表
彰
状

一や一

白
州
阿
)

一

①
燃
え
る
ゴ
ミ
(
ブ
ル

一

の
袋
)

司

台
所
の
ゴ
ミ
は
水
分
を

『

よ
く
き
っ
て
か
ら
出
す
。

一

②
燃
え
な
い
ゴ
ミ
(
白
の
袋
)

手

次
の
よ
う
に
分
別

-

・
カ
ン
類
・
鉄
類

焼
却
場
二
|
四
二
一
八

一
�
 
ス
プ
レ
ー
缶
は
必
ず
穴

問
問
)

一

を
あ
け
る
。
�
 

一

-
ガ
ラ
ス
・
ピ
ン
類

-

.
カ
ラ
ツ
・
電
球

一

③
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
や
「
塩

一

l

Q
化
ビ
ニ
ー
ル
」
を
原
料
と
し

た
容
器
(
ピ
ン
ク
の
袋
)

④
組
大
ゴ
ミ

出
来
る
だ
け
小
さ
く
こ

わ
し
て
、
焼
却
場
へ
連
絡

の
上
、
各
自
で
搬
入
し
て

く
だ
さ
い
。

町
の
指
定
し
た
袋
に
分

別
し
て
、
袋
の
口
を
し
っ

か
り
締
め
て
、
名
前
を
必

ず
記
入
(
自
分
の
出
す

ア
ル
ミ
缶
は
、
洗
っ
て
乾
か
す
、

つ
ぶ
し
て
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ

3

0

 

』
V

町
長
に
報
告
す
る
宮
本
石
原
区
長
�
 

石
原
区
は
長
年
に
わ
た
り
、
生
活

• 環
境
の
向
上
に
積
極
的
に
努
力
を
続

け
ら
れ
、
快
適
で
美
し
い
環
境
守
つ
く

り
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
徳

島
環
境
フ
ェ
ア
に
お
い
て
徳
島
県
知

事
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

石
原
区
民
の
皆
さ
ん
が
一
丸
と
な


っ
て
、
「
美
し
い
町
守
つ
く
り
は
自
分
達


の
手
で
」
を
合
言
葉
に
奉
仕
活
動
に


取
り
く
ま
れ
、
さ
ら
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ


ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、
住
ん
で


よ
く
訪
づ
れ
て
よ
い
町
守
つ
く
り
に
活


躍
さ
れ
ま
す
よ
う
に
期
待
し
て
お
り


ま
す
。
  

い
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
�
 

平 成  4年 10月 26日(月)

地 区 回収場所

坂 本 勝浦郡農協坂本出張所

与川 内 イシ 与川内出張所

横 瀬 勝浦郡農協勝浦支所

中 山 i削方詰所横

棚 里子 河川敷ゲートボール場横

久 国 役場庁舎裏

生 名 生名集会所(東林庵)

星 'ム口一 星谷橋北詰ゴミフェンス横

黒 岩 中央橋北詰ゲートボー jレ場繍フェンス 

4- 山 今山橋北詰ゴミフェンス横

沼江 ・石原 石原ゴミフェンス横

掛谷 ・山西 勝浦郡農協生比奈支所

中 角 農村婦人の家・馬越ゴミフェンス横

地区

区分

久国 ・棚野

立川 ・中山

横瀬・与川内

坂本

石原 ・沼江

掛谷 ・山西

中角 ・生名

今山 ・黒岩

星谷

燃えるゴミ 月・水・金 火・木・土

燃えないゴミ 水 - 金 木 ・ 土

~D砂23白@固QB~~邸宅


分ければ資源・混ぜればゴミ

アルミ缶回収場所• 


14 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
環境美化活動に拍手



蟻
十
月 医

知
自市日
か

』
V

勝浦病院内科医師

日下至弘 �  

市
中

白
戸赴

任
さ
れ
ま
す
の
で
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

勺 紹
多
田� 介
j幸� 
EEヨヨ

織
山
聖
子
さ
ん

(
坂
本 
) 横室


也
医 山

長

?貧


を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

横
山
さ
ん
は
、
こ
の
受
賞
に
感
謝
一

し
今
後
共
自
身
の
健
康
に
留
意
し
て
、
一

地
域
の
人
達
の
健
康
。
つ
く
り
に
お
役

開
催
さ
れ
た
平
成
四
年
度
健
康
を
司

考
え
る
県
民
の
つ
ど
い
に
お
い
て
、

坂
本
の
横
山
聖
子
さ
ん
が
、
多
年
に
一

わ
た
る
健
康
づ
く
り
推
進
の
た
め
地
平

域
の
指
導
者
と
し
て
母
子
保
健
知
識
や

の
向
上
と
地
区
組
織
の
育
成
に
努
め

ら
れ
、
住
民
の
健
康
保
持
増
進
に
寄
一

与
さ
れ
た
功
績
に
対
し
県
知
事
表
彰
苧

2-2006 

2-2555 

6-0302 

2-2555 

2-3027 

2-2555 

2-2003 

心
か
ら
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
一

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

に
立
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
せ
で
す
司

九
月
二
日
、
郷
土
文
化
会
館
で

夜間救急当番表� 

10月� 2日� 勝浦病院 2-2555 

赤岩医院

勝浦病院

上勝診療所

勝浦病院

山西 医院

勝浦病院

湯浅医院

勝浦病院

赤岩医院

勝浦病院

上勝診療所

勝浦病院

山 西医院

勝浦病院

午後� 6時から翌朝

午後� 7時から翌朝

10月④日� 

10月� 6日� 

10月8日� 

10月⑬日� 

10月12日� 

10月14日� 

10月16日� 

10月⑬日� 

10月20日� 

10月22日� 

10月24日� 

10月26日� 

10月28日� 

10月30日

平日

休日� 

一 司 一 一2-2555 

2-2006 

2-2555 

6-0302 

2-2555 

2-3027 

2-2555 

9B寺まで� 

9時まで� 

F F

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン


巡
回
検
診


結
核
は
、
結
核
菌
を
排
菌
し
て
い

る
患
者
が
せ
き
を
し
た
時
に
飛
び
散

ら
す
飛
沫
の
中
の
菌
を
吸
い
込
ん
で

う
つ
り
、
結
核
の
初
期
症
状
は
熱
も

咳
も
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

勝
浦
町
で
も
毎
年
何
名
か
の
患
者

さ
ん
が
出
て
治
療
を
受
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

年
一
度
は
必
ず
健
診
を
受
け
、
健

康
管
理
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

。
検
診
料
・・・
・・・
無
料 

@
ボ
タ
ン
や
金
具
の
な
い
服
装
で
お

こ
し
く
だ
さ
い
。
気
軽
に
受
け
ら

れ
ま
す
。

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

は
、
壮
年
期
つ
ま
り
四
十
歳
ぐ
ら
い

か
ら
の
日
常
生
活
に
お
け
る
健
康
的

な
生
活
習
慣
の
確
立
が
必
要
で
あ
り
、

四
十
歳
か
ら
の
健
康
週
間


(十
月
十
日 

十
月
十
六
日 
)

健
や
か
な
老
後
を
過
ご
す
た
め
に

j

巡回胸部レントゲン検診日程表� 

10月J 22 日 何ヰ

黒岩 ・勝浦会j館駐車場 9: OO~ 9:30 

星谷・小山二ー三好宅前 9: 40~10:10 

中山 ・前田1u子宅前 1 0 : 20~ 1 0 : 50 

横瀬 ・石木Eー宅横 11: OO~12:00 

10月� 21 自体)

役 土碁 前� 9: 00~10 : 30 

生 名 い ち ょ う の 木 �  10 : 40~11 :10 

農村婦人の家�  11:20~12 : 00 
健
康
の
自
己
管
理
に
あ
た
っ
て
は
、

健
康
診
査
の
定
期
的
受
診
等
が
重
要

で
す
。
こ
の
機
会
に
健
康
に
つ
い
て

認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

与川内 ・池田j 1 3 : 00~13 : 30理髪庖横

勝浦郡農協坂本出張所 13: 40~14:10 

坂本 ・林忠 三宅横 14: 4:20~1 50 

NTT.阿波勝j営業所前 15:20~15:50 

役 士暑 前� 16:00~16:30 

勝浦郡農協生比奈支所� 

今山公会堂前�  

沼江・北島邦彦宅下� 

石原 ・山本基工事務所� 

1 3:00~13:40 

13:50~ 1 4:30 

14 : 40~15 : 20 

15:30~16:00 

15 
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県知事表彰受賞　　横山　聖子さん（坂本）

MUS04
テキストボックス
医師紹介　日下　至弘



A ゃまだゅうくん(中山) A かみこともゆきくん(石原) 

10月の健康行事� 
お問い合わせは、環境衛生課、保健婦へ。

日� H翠 内 月~ 女サ 象 者 受 付 時 間 士易 所
持参する
もの千也� 

9 :00~ 1l :30 坂本集会所
健康手帳木 高血圧教室，健康相談 血圧 の 三田吉1 p 方

13: 30~16:00 横瀬集会所�  

2 金 乳 児 健康 圭ロJ八W 望J三台L 
H 3.10.1 -H 4.2.29日� 
までに生まれた子� 13:30~ 14:30 1券 浦病 院 母子手帳

7 水 ポリオ生ワクチン投与�  
-生後3か月-18か月未満の子
. 48か月未満でまだ� 2回� 
のんでいない子

13: 30~15 :00 
農村環境改善�  

センター�  問診票

8 木 糖尿病教室�  .1コース
基本健診の結果で尿糖が� 
陽性か血糖値が高い方� 9 :30~15 : 30 農村婦人の家 健康手帳� |

9 金 循環器教室�  1コース
血圧が高い方，コレスァ� 
ロール値が高い方 9 :30~ 15:30 

農村環境改善

センター 健康子l帳

2歳 -4歳未満の子

14 水� 
百日咳，ジフテリア，破傷風� 

三種 混合予防 接 種 �  

-第1期・・・1か月毎に� 3回� 
- 12期終了後1第・・・期2第
か月� -18か月後に� l回接種� 

1 3:30~14 : 30 
農村環境改善

センター

母子手帳� 

問診票

9 :00-1l:30 生名集会所�  
健康手帳15 木 高血圧教室，健康相談 血圧 の 高� p 方

13:30~16:00 棚野集会所�  

13:30-14:30 星谷集会所�  ~p 鑑� 

(~~~料は下)
とおり� 

20 火 インフルエンザ予防接種(1回目) 3 歳 以上 の 方
15:00~16:00 農村婦人の家

21 水 胸部レントゲン巡回検診 一 自主 の 方� 9 :00~16 : 00 当月広報� P 15 

9 :00~ 1l :30 掛谷集会所�  
健康手帳22 木 高血圧教室，健康相談 血圧 の� I害1 p 方

13:30~16:00 とdデ1- rμLJ0i3;、ニ』呈ん� 

22 木 胸部レントゲン巡回検診 一 般 の 方� 9 :00-16:30 当月広報� P 15 

23 金 手L 児健康�  ρユロ人 』フ主k 
H 4.5.1 -8.31日までに� 
生まれた子� 13:30-14:30 1券 浦病 院 母子手帳

26 月 健 康 キ目 川グ〈吾ロ C 一 自主 の 方� 10:00-1l:30 日券 浦病院 健康手帳� 

エ
イ
ズ
ホ
ッ
ト
弓
イ

エ
イ
ズ
相
談
専
用
電
話
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
/

ん

エ
イ
ズ
に
関
す
る
相
談
が
容
易
に

山
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

、
�
 、

。

一
、
設
置
場
所

円

山

徳
島
県
保
健
環
境
部
保
健
予
防
課

…

八
八
六
)
五
五
|
六
�
 
一
�
 

上

山
二
、
受
付
時
間

以
�
 
~

午
前
九
時

1
正
午
ま
で

誠

一

午
後
一
時
�
 午
後
四
時
ま
で

い

一
�
 
(土
曜
、
日
曜
、
祝
祭
日
、
年
末

州
�
 
…

年
始
は
除
く
)

ー

心

エ
イ
ズ
は
、
現
在
治
療
法
の
見
つ

!

町

山

山
か
っ
て
い
な
い
感
染
性
難
病
で
す
が
、
�
 

~
山

一
般
の
日
常
生
活
で
は
ま
ず
感
染
の

ω
機
会
の
な
い
病
気
な
の
で
す
。
言
い

明

一
か
え
れ
ば
、
自
分
で
予
防
し
や
す
い

初

一
病
気
と
い
え
ま
す
。

歳

一

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、

一
人
�
 

、
�
 

~
山
山
比
り
が
予
防
す
る
二
と
に
よ
っ
て
、
 

3
 ~
蔓
延
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で


金

山
す
。
ま
た
、
心
あ
た
り
の
あ
る
人
は
、


料

ぺ
い
た
ず
ら
に
心
配
せ
ず
に
抗
体
検
査


捕
�
 
…
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
抗


附

一
体
検
査
は
最
寄
り
の
保
健
所
で
受
け


守

れ
ら
れ
ま
す
。


仁

γ
ソレ ンエ
v

…一

フ

、


イン

へム
 

※

~
 

p
h
u J

 
m

J u

-
-
rT

E
L

t
j
z

i'uv 

(
O

i

u
i

O

O
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インフルエンザを防とう

各の到来とともにインフル工ンザが流行します。インフル

工ンザは、患者の  1咳と共に出lされたインフルエンザウ イルス

を月五日迅んで感染します。その伝染力はきわめて強く、犬流

行きえおこします。又、カゼとインフル工ンザとの  1比較をみ

てもわかる~うに、症状・合併症共に重症なのが特徴です。

普通感冒 インフルヱンザ

発病の状態 ゆっくり起こる 急激に発病し、全身症状を伴う

寒 t，車l¥，、 強し、寒け

熱 比較的に低い 38度 ~39度の高熱

頭 痛 車l¥，、 強い

腰痛・関節痛 あっても軽い 強く痛む

せき・鼻みず 最初からある 1 ~2 日たってから

倦 怠 感 車il¥，、 強い

肺気炎管合支併症炎 幼児や老人以外はまれ 肺炎になる率が昌い

バランスのとれた栄養
女カゼとインフルエンザの区別の目安

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
対
策

一
、
偏
食
を
し
な
い

よ
う
に

「
生
命
は
食
に
あ
り
」

の
た
と
え
の
よ
う
に
、

あ
な
た
の
毎
日
の
食

事
が
、
病
気
を
つ
く

っ
た
り
、
あ
る
い
は

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を

し
や
す
く
し
た
り
す

る
も
と
に
な
っ
て
い

る
場
合
も
あ
る
の
で

す。
か
ら
だ
の
機
能
を

高
め
る
た
め
に
も

上
図
の
よ
う
に
六
つ
の

基
礎
食
品
を
う
ま
く

組
み
合
わ
せ
、
栄
養

的
に
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

た
食
事
品
子
る
よ 
フに

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

二
、
十
分
睡
眠
を
と
ろ
う

健
康
の
基
本
は
、
栄
養
的
に
バ
ラ


ン
ス
の
と
れ
た
食
事
と
、
ほ
ど
よ
い


運
動
、
そ
し
て
こ
亡
ろ
よ
い
睡
眠
で


す
が
、

一
日
の
疲
れ
を
解
消
す
る
う


え
で
睡
眠
の
役
割
は
と
て
も
大
き
な


も
の
が
あ
り
ま
す
。


も
し
、
寝
つ
か
れ
な
い
と
き
に
は
、


フ
ロ
に
入

っ
て
か
ら
だ
を
温
め
た
り
、


軽
い
体
操
で
眠
り
を
さ
そ
う
方
法
を


h

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

か
ら
だ
の
活
動
の
さ
ま
た
げ
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
不
必
要
な
発
汗
作
用

に
も
な
り
、
か
え
っ
て
か
ぜ
ひ
き
の

要
因
に
も
な
り
ま
す
。

六
、
マ
ス
ク
を
利
用
し
よ
う

マ
ス
ク
は
、
か
ぜ
を
ひ
い
た
と
き
、

他
人
へ
の
飛
沫
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
、

ま
た
流
行
期
に
は
、
人
込
み
の
中
で

雑
菌
の
侵
入
を
予
防
す
る
う
え
で
効

果
が
あ
り
ま
す
。

三
、
か
ら
だ
を
鍛
え
よ
う

寒
さ
は
、
と
も
す
る
と
わ
た
し
た

ち
の
か
ら
だ
を
縮
め
さ
せ
心
身
の
活

動
を
小
さ
な
も
の
に
し
が
ち
で
す
。

ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
縄
と
び
、
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
、
温
水
プ 

ル
で
の
水
泳
等
で

積
極
的
に
か
ら
だ
を
鍛
え
る
と
と
も

に
、
心
身
を
活
動
的
な
方
向
に
も
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

四
、
汗
を
か
い
た
ま
ま
に
し
な
い

五
、
厚
着
を
し
な
い
よ
う
に

厚
着
は
結
果
的
に
は
、
冬
の
わ
た

し
た
ち
の
行
動
を
さ
ら
に
に
ぶ
ら
せ
、

l

・
そ
の
他
医
師
が
接
種
不
適
当
と
認

め
た
人

接
種
回
数

二
回
接
種
で
、
間
隔
は
効
果
の
上

か
ら
約
四
週
間
あ
け
て
実
施
す
る
の

が
の
ぞ
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

-R
七
、
室
内
の
換
気
は
二
時
間
ご
と
に

の

室
温
は
二
十
度
、
湿
度
は
五

0
1

七 

パ
ー
セ
ン
ト
、
酸
素
は
二 

パ

ー
セ
ン
ト
が
健
康
に
と
っ
て
は
も
っ

と
も
よ
い
条
件
で
す
。
こ
の
た
め
に

は
、
二
時
間
に
一
回
は
、
換
気
を
し

て
き
れ
い
な
空
気
を
入
れ
替
え
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
ト
フ
。

八
、
う
が
い
と
手
洗
い
の
励
行
を

外
か
ら
帰
っ
た
ら
ま
ず
う
が
い
と

手
洗
い
を
。
う
が
い
は
、
口
中
や
の

ど
に
は
い
り
こ
ん
だ
雑
菌
を
洗
い
出

す
た
め
に
、
手
洗
い
は
、
手
に
つ
い

た
た
く
さ
ん
の
雑
菌
を
洗
い
流
す
た

め
に
、
外
出
か
ら
帰
っ
た
ら
か
な
ら

ず
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

女
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
人

-
心
臓
病
、
腎
臓
病
、
肝
臓
病
な
ど

病
気
の
活
動
期
に
あ
る
人


-
体
温
が
三
十
七
度
以
上
あ
る
人


.
著
し
い
栄
養
障
害
の
あ
る
人


-
鶏
卵
、
鶏
肉
に
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ


る
人

O

O
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MUS04
テキストボックス
インフルエンザを防ごう　　　　保健婦だより



年に一度防健康診査を受け、
自分めからだめ情報をつかみましょう� 

[健診は健康管理の出発点です� |

すこやかで、豊かな毎日をおくるためには、定期的

な健康診査は欠かせないものの一つです。とくに成人

病は、長い間自分で病気の進行に気がつかないものが

多いのです。

健康だと自分で感じているときから、健康診査を習

慣づけましょう。

成人病検診(人間ドッつ)ω受診者!こ半額補助� 

20)機会に検診(1日検診)さ受けをみまなωηp

眼-

-対象者

勝浦町国民健康保険に加入されている万で、年

齢が40歳以上69歳まで。

ただし、老人保健法による医療受給者証の交付

を受けられている方は対象になりません。

-検診の内容

胃透視，腹部超音波検査，心電図，胸部レントゲ

ン』肝機能検査.腎機能検査，糖原病コレステ口� 

jレ・痛風・菖皿-甲状せん検査，手しがん検査� 凹圧1


底検査� 検尿，検便，身長，体重，胸囲.握力l

-検診の費用
 

0円� (楠助金額�  17.000円
 

1自己負担額 17.000円


-医療機関

国民健康保険勝浦病院� 

-期間

平成4年11月� 2日から平成5年� 1月末日まで。

-募集人員  

20人� (申し込み順といたします)

-申し込み方法

印鑑をご持参のうえ、役場税務保険課までお申

し込みください。

-申し込み締切日

平成� 4年12月18日� 

く検診日等詳しくは、税務保険課国保係までお問>/

い合わせください。(倉2-2513) 
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MUS04
テキストボックス
国保と医療費

MUS04
テキストボックス
成人病検診（人間ドック）の受信者に半額補助
この機会に検診（1日検診）を受けてみませんか



4再
/
年
/
久

金


4
迫
熱
し 
FJ決
勝
戦
を
操
り
広
げ
る
男
子
パ
レ
1
部
員

内
子
供
達
に
夢
を
与
え
よ
う 
H

と
、

今
年
も
去
る
八
月
三
十
日
間
、
横
瀬

地
区
の
鹿
背
山
神
社
を
中
心
に
し
て
、

第
三
回
び
っ
く
り
肝
試
し
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
日
、
受
付
会
場
の
前
川
集
会
所

に
は
、
約
三
百
五
十
人
も
の
子
供
や

保
護
者
の
方
々
が
集
ま
っ
て
、
大
に

ぎ
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
建
設
用
の
足
場
を
利
用

〈〈
 

3
5
0人
が
涼
し
い
一
夜
さ
〈
〈

青
年
会
バ
レ 

部
l

さ
い
子
も
い
ま

感
想
を
聞
い
て
み
る
と
、
「
も
う
一
度

回
り
た
い
己
、
「
来
年
は
ど
ん
な
ん
だ

ろ
う
」
な
ど
と
、
充
分
楽
し
ん
で
帰

ら
れ
た
よ
う
で
す
。

最
後
に
青
年
会
か
ら
、
「
開
催
に
当

り
ま
し
て
は
、
共
催
の
教
育
委
員
会

を
始
め
、
鹿
背
山
神
社
や
そ
の
周
辺

の
方
々
、
資
材
を
お
貸
し
い
た
だ
い

た
方
な
ど
、
多
く
の
町
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
協
力
を
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
己
と
の
力

強
い
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
青
年
会
の
益
々
の
活

動
に
期
待
し
ま
す
。 

九
月
六
日
間
、
鳴
門
総
合
運
動
公

を
二
|
O
、
準
決
勝
の
海
南
戦
も
二

|
O
の
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
で
決
勝
へ

h
~

l

i

l
l

園
を
中
心
に
行
わ
れ
た
、
徳
島
県
青

年
大
会
に
お
い
て
、
勝
浦
町
青
年
会

パ
レ 

部
が
見
事
優
勝
し
、
昨
年
に

引
き
続
き
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手

に
し
ま
し
た
。

昨
年
度
、
町
民
の
皆
様
の
ご
指
援

ご
声
援
に
よ
り
全
国
第
五
位
の
成
績

を
残
し
た
青
年
会
パ
レ 

部
は
、
選

手
の
半
数
を
入
れ
換
え
て
今
大
会
に

望
み
ま
し
た
。

声
を
出
し
て
力
強
く
戦
っ
た
昨
年

度
に
対
し
、
多
彩
な
攻
撃
で
よ
く
ま

と
ま
っ
た
今
年
の
チ 

ム
。
新
チ
ー

ム
と
な
り
、
連
継
プ
レ
ー
が
上
手
く

い
く
か
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
こ

は
若
者
、
一
戦
一
戦
勝
ち
進
む
ご
と

に
、
素
晴
し
い
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン

プ
レ
ー
が
続
出
す
る
よ
う
に
な
り
ま

?し 

。
昨
年
優
勝
に
つ
き
二
回
戦
か
ら
参


加
の
勝
浦
子 

ム
。
二
回
戦
牟
岐
戦


駒
を
進
め
ま
し
た
。
奇
し
く
も
決
勝

戦
は
昨
年
と
同
じ
く
、
穴
吹
チ 

ム

と
の
戦
い
と
な
り
、
逆
転
に
継
ぐ
逆

転
の
大
熱
戦
の
末
、
我
が
勝
浦
町
青

年
会
チ

l
ム
に
、
栄
冠
が
輝
き
ま
し

た。
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
「
お
世
話
に
な

っ
て
る
皆
様
に
報
い
る
た
め
に
も
今

l

年
こ
そ
は
全
国
制
覇
を
/
」
と
、
意

気
上
が
っ
て
い
ま
す
。

来
た
る
十

一
月
六
日
か
ら
九
日
ま

l

で
東
京
都
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会

で
の
青
年
会
バ
レ 

部
の
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。 

r-'-. 

f¥ 

日欠

阿

南

藍

住

三
加
茂

宍

喰

勝牟�  海

里子浦岐好南

し
た
ま
っ
暗
の
ト
ン
ネ
ル
や
、
迷
路

に
な
っ
た
コ 

ス
な
ど
、
去
年
と
は

一
味
異
っ
た
趣
向
が
用
意
さ
れ
ま
し

た。
参
加
し
た
子
供
達
は
、
「
何
に
も
怖

く
な
い
わ
」
と
言
い
な
が
ら
逃
げ
ま 

l

l

で
も
第
三
位
だ 
/
来
年
は
優
勝
し
よ

キ
ャ 

、
ヮ

‘
ビ
ッ
ク
リ
し
て
逃
げ
出
す
子
供
達

l

女
子
バ
レ 

部
も
第
三
位

l

「
男
子
バ
レ 

部
と
一
緒
に
全
国

l

大
会
ヘ
」
を
目
標
に
本
年
度
は
女
子

バ
レ 

部
も
結
成
さ
れ
、
今
大
会
に

初
出
場
し
ま
し
た
。

結
成
し
て
ま
だ
日
も
浅
く
、
充
分

l

な
練
習
が
で
き
て
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
そ
こ
は

『勝
浦
っ
子
」
、元
気
の

良
さ
と
抜
群
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、

初
出
場
な
が
ら
見
事
第
三
位
に
輝

き
ま
し
た
。

女
子
パ
レ 
l
部
員
は
、
「
悔
し
い
。

う
な
/
」
と
、
キ
ャ

イ
ワ
イ
と
、
す
ご
い
パ
ワ
ー
で
す
。

こ
の
調
子
で
練
習
す
る
と
、
来
年
は

本
当
に
優
勝
す
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ・
 

7
か
っ

• 


わ
る
者
か
ら
、
中
に
は
泣
き
出
す
小

た
。
終
っ
た
後
で

F

L

...恐る恐る歩く子供達
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MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
青年会から　全国大会へ再びチャレンジ　青年会バレー部

MUS04
テキストボックス
びっくり肝試し大会　350人が涼しい一夜を



山
田 

字
馬
場10月の土曜閉庁日は

次のとおりです

v-
¥
大
字
生
名
字
山
ノ
神

/
小
松
島
市v-

大
字
三
渓

字
日
浦

大
字
三
渓

{
子
栗
城

大
字
中
角

{
子
東
山

大
字
三
渓

字
繍

大
字
久
国

ぷ[2j

戸
籍
の
窓
 

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
{
子
星
谷
字
山
下
中
・
西

大
字
棚
野
字
奥
立
川
橋
本

善

意

常
雄
(
∞
∞
歳
)

繋
利
(
部
歳
)

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

…
勝
浦
会
館
十
月
行
事

1
日
肘

手

芸

教

室

2
日

働

習

字

教

室

2
日

働

生

花

教

室

7
日

同

踊

り

教

室

8
日

附

手

芸

教

室

ロ

日

間

藤

教

室

日
日
例

着

付
教
室 

…
 

東四国国体デモスポ行事

グラウンドコルフ
練習日程

10月 6 日(刈

10月 20 日(刈

-時間	 午後 7時30分から

・場所	 勝浦中学校グラウンド

・備考	 練習日が雨天の場合は、

次の火曜日に順延します。 

ご
結
婚
お
め
で
と
う

太

田

一

生

中

村

洋

美 

8
月
間
日

1
9
月
日
日

U
日
側

踊

り

教

室

本

重

則
さ
ん
(
立
川
)

名

(
横
瀬
)

日
日

幽

習

字

教

室

四
日
間

藤

教

室

却
日
例
生
花
教
室

紅
白
附

踊

り

教

室

幻
日
附

手

芸

教

室

初
日
間

藤

教

室

幻
日 

ω
着
付
教
室

お
誕
生
お
め
で
と
う

芳
嗣

博
美

匿橋

家庭婦人バレーポール

審判講習会及び選手強化日程

10月 3 日出  
10月 10日出  
10月 17日(却 

10月 24日(土) 
10月 31 日(土)

-時間	 午後 8時から

・場所	 生比奈小学校体育館 

上

田

善

一

さ
つ
き

河

野

洋

一弥
生

米

田

在

富

中

西

康
珠
美

ひ
と
み

長長 長 長 長

10月24日 崇男有女洋男修男美女  

(第 4土曜日)
文 沙 平 平

(ただし勝浦問び)
各保育所は，行つでい |

ます。 ノ

(各幼小中学校 は  ¥
第2土曜日のみ開校 ノ

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

チ日

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

祭
壇
倉
庫
の
変
更
に
つ
い
て

祭
壇
の
置
き
場
所
が
、
役
場
の
裏

の
倉
庫
に
変
り
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
。

各
講
座
と
も
午
後
8
時
か
ら
開

講
し
ま
す
。
(
手
芸
教
室
は
午
後 
7

時
却
分
か
ら
、
習
字
教
室
は
午
後

7
時
開
講
)
時
間
に
遅
れ
な
い
よ

う
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ビームライフ yし
講習 会

あなたも練習して

みませんか?

ビームライフル

福祉センター 3階において練習

コーナーを設けています。 教育委

員会までご連絡いただければ練習

でき ます。 

クラウンドゴルフ
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